
大阪狭山市下水道事業における
管路施設包括的民間委託について

大阪狭山市上下水道部大阪狭山市上下水道部
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資料のながれ

大阪狭山市の概要

大阪狭山市の下水道事業概要と課題

包括的民間委託の導入

大阪狭山市下水道管路施設包括的維持管理業務
への取組み内容と状況

地域への取組み状況

おわりに
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●面 積
11.92km²

●広がり
東西 2.4㎞
南北 7.0㎞

●海 抜
52～165ｍ

●人 口 58,629人
（令和元年８月末）

●世帯数 25,533世帯

※平成１９年１２月末人口（58,575人）

人口は微増状態で推移している。

大阪狭山市
マスコットキャラクター

「さやりん」

大阪狭山市の概要
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☛ ２０１７年
『東洋経済都市データパック』
【住みよさランキング】
⇒近畿圏内で第 ６位
⇒大阪府内で第 ２位

☛ ２０１８年
⇒近畿圏内で第１０位
⇒大阪府内で第 ４位

市民アンケート（意識調査）から
大阪狭山市で自慢できるもの

単位
（件）

１ 狭山池 ３３８

２ パチンコ店や風俗・遊興施設の規制 １２９

３ 緑豊かな自然 １０３

４ 静かで住みよい環境である ７９

５ 狭山池周辺の環境 ６９

６ 大野ぶどうなど地域の農産物 ４１

７ 小中学校の給食が充実していること ３９

８ 狭山池博物館 ３９

９ 近畿大学付属病院などの医療施設の充実 ３１

１０ 陶器山と周辺の環境 １７

住みよさランキング
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平成28年（2016年）狭山池築造1400年

日本最古のダム式ため池で、7世紀前半に築造さ
れたとされ、『古事記』・『日本書紀』にその名が
記されている。
古代から近代に至るまで、幾度となく改修が重ね

られ、平成の大改修とともに、池の周囲は公園とし
て整備され、以前の狭山池の保存と公開を目的とし
た大阪府立狭山池博物館が池の北側に2001年に開
館した。

※平成27年3月10日に狭山池が国の史跡に指定

平成28年（2016年）狭山池築造1400年

日本最古のダム式ため池で、7世紀前半に築造さ
れたとされ、『古事記』・『日本書紀』にその名が
記されている。
古代から近代に至るまで、幾度となく改修が重ね

られ、平成の大改修とともに、池の周囲は公園とし
て整備され、以前の狭山池の保存と公開を目的とし
た大阪府立狭山池博物館が池の北側に2001年に開
館した。

※平成27年3月10日に狭山池が国の史跡に指定

大阪狭山市のシンボル：狭山池

狭山池博物館（設計 安藤忠雄）
日本最古のダム式ため池
（総貯水量：２８０万㎥）
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下水道事業の概要

• 汚水処理人口 ： 58,501 人（※平成31年3月末）
• 汚水処理人口普及率 ： 99.9％ 水洗化率 ： 97.1％
• 施設内訳 ： 汚水中継ポンプ場１ヶ所

汚水管渠192km 雨水管渠65km
• 処理告示面積 ： 880.13ｈa
• 排除方式 ： 分流式を採用
• 汚水処理 ： 狭山水みらいセンター

今池水みらいセンター
（大阪府大和川下流流域下水道）

• 下水道担当職員数 ： ６人（建設・維持担当職員）
３人（経営企画担当職員）

• 下水道事業の沿革 ：
昭和４３年 事業開始
平成 7年 汚水処理人口普及率99.0％達成
平成１４年 汚水処理人口普及率99.9％達成
平成２８年 上下水道部発足、地方公営企業法全部適用
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年度別下水道施設状況

30年経過管50年経過管
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【課題】
節水機器の普及や少子高齢化など人口構成の影響により下水道使用料収入は減少傾向にあり、今
後は人口減少などの影響により更なる減収が予測される。
収入減が予測される中、老朽化施設の進展に伴い、改築更新や地震対策など更新費用の増大や維
持管理費用は年々増加傾向にある。

【課題】
団塊世代の方々が退職され、下水道技術の専門的な知識・経験、ノウハウを持った職員が減少し、下
水道職員の技術力の強化・育成が急務。
下水道整備が終わると職員数は削減・減少となり、施設維持管理へ不安な状況。

リソースの視点で見る大阪狭山市下水道事業の課題

【課題】
昭和40年代の大型民間開発を契機に『市域全域公共下水道』を掲げ、急速に整備を進めてきた反
面、整備時期が集中しており、布設後50年経過管が約27ｋｍ（全体の10.0％）30年経過管が約
138ｋｍ（全体53.0％）で施設の老朽化が進展している状況である。

執行体制＝ヒト

経営環境＝カネ

施設管理＝モノ
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下水道事業の課題、解決に向けての取組み

◎民間リソースの活用を踏まえた手法の採用
⇒PPP（官民連携）の導入

・サービス水準の維持・向上
・施設維持管理マネジメント（予防保全型維持管理の導入）
・効率的かつ計画的な事業運営による経営基盤の強化
・多様化・高度化する下水道の役割への対応力と技術力の育成

【下水道事業の考え方】

【リソース不足を補う持続への対応策】

■サービスレベルの公平・公正を保つため、市内全域を対象とする。
■段階的に実施する。（単年度契約）

【包括民間委託導入での基本方針】
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包括的民間委託の導入について
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リソース不足を補う持続への対応策として

平成27年度から公共桝の閉塞解消と本管の清掃の業務を一体化した１年
契約の「管路施設維持管理業務」を発注。（公募型プロポーザル方式）

※基本方針
■サービスレベルの公平・公正を保つため、市内全域を対象区域とする。
■段階的に実施する。（単年度契約）

◆下水道管路施設の清掃業務
◆公共桝及び取付管の閉塞調査及び解消業務
◆住民対応業務
◆災害時及び災害対応業務

包括民間委託導入の基本理念

◇予防保全型維持管理の導入による、下水道施設の安定的かつ継続的機能発揮
◇効率的な予防保全型維持管理の実現と経営の健全化
◇技術力構築と下水道サービスレベルの維持・向上
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◆予防保全型維持管理の導入に加え、長寿命化計画に基づいた、改築更新と計画策定業
務をパッケージ化する事で、シナジー効果が期待できる。
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建設・普及の時代か
ら

維持管理の時代へ
の転換期

※予防保全型維持
管理の導入
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平成28年度より日常的維持管理業務、計画的維持管理業務に加え、長寿命化
計画に基づいた改築工事と計画策定業務をパッケージ化した「管路施設包括的維
持管理業務」を発注（公募型プロポーザル方式）

◆長寿命化計画策定時に「包括委託分を除く対象施設」と「包括委託対象施設」に分割。
◆「包括委託対象施設」は老朽化・不明水対策が急務の地区に限定。

＜点検、調査業務＞
※対象：重要路線（汚水40.7km 雨水7.4km）
※内容：管口カメラ調査
＜清掃業務＞
※対象：管路(６km／年)・MＰ（２回／年）
※内容：高圧洗浄車、吸引車等による定期清掃

＜長寿命化工事＞
※対象：改築工事延長（１,００８ｍ）

人孔蓋取替 （１４４箇所）
※内容：管更生工事、布設替工事

人孔蓋取替工事

＜計画策定業務＞

※内容：業務継続計画（地震編）策定支援業務
：ストックマネジメント計画策定業務

委託期間 ： 平成28年4月～令和3年3月（5年間）
委託金額 ： 198,125,000円（税抜き、5年間）
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合意形成のポイント
近隣市及び隣接市が包括的民間委託を実施していた。
※ 堺市・河内長野市

段階的に実施。
※平成２７年度に単年度契約で実施した包括的維持管理業務
が業務実績となり、複数業務のパッケージ化が実現した。

社会資本整備総合交付金の活用。
※改築工事を含むことで、コスト削減効果が期待でき、一括設計
審査（全体設計）により交付金を活用

改築工事（長寿命化）に地元業者が参画しやすい工種（人孔
蓋取替工事等）を含んだ。

年間発注工事の割合として、約２０％を包括業務に含んでおり、
それ以外は市単独発注とする。
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大阪狭山市下水道管路施設包括的維持管理業務の概要

大阪狭山市
〈交付金〉

下水道長寿命化支援事業
（対象地区の長寿命化工事）

国土交通省
下水道部

業務委託契約

〈共同企業体〉
大阪狭山市

下水道管路サービス

ユーザー
（大阪狭山市民）

再委託（下請負）

地元企業（土木工事）

サービス提供

●対象施設 ： 公共下水道管路施設
●委託期間 ： 平成28年4月～令和3年3月（5年間）

積水化学工業㈱ 全体統括・業務マネジメント・日常的維持管理業務

管清工業㈱ 計画的維持管理業務（点検・調査・清掃）

藤野興業㈱ 計画的維持管理業務（清掃・改築工事）

㈱日本インシーク 計画策定業務（BCP・ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画）

都市技術センター セルフモニタリング
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導入後の効果
維持管理レベルの向上＝効率的維持管理の一体的実施
・現場の状況に合わせた最適な手法の選定と実施
・２４時間体制の迅速な対応（1時間以内に現場到着）
・官民の保有する技術・ノウハウ・創意工夫の融合により技術力を補完・育成
住民サービスレベルの充実化
・複数業務のパッケージ化（一元化）によりワンストップサービスが実現
・地域特性、住民特性の理解促進

住民の安心・安全確保
・計画的な維持管理（点検・調査・清掃）による不具合の発生の抑制と機能維持
・計画的実施による本管改築工事の早期完了
・民間事業者の機動性を活用し、緊急時・災害時での体制をサポート

業務の見える化
・業務指標の設定、マニュアル作成、ノウハウの継承

市の負担軽減
・発注・契約、工事立会、業務監理等の負担軽減 → 本来の職務への集中
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業務内容① 日常的維持管理業務

対象区域：市内全域
＜住民対応・事故対応業務＞
• 内容：電話受付、原因調査・記録、住民説明等

＜公共桝及び取付管の閉塞調査及び解消業務＞
• 内容：受付対応、閉塞調査、閉塞解消（公共部分）

＜緊急時及び災害時対応＞
• 災害時等の緊急巡視・点検、緊急措置

※概ね１時間以内の現場到着を受託者に義務付け
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官側（最終桝、取付管） 閉塞調査
官民判定

（小型洗浄機での除去）

民側（排水設備）

官民境界の説明

排水設備業者の紹介

高圧洗浄車の手配・除去

作業終了・大阪狭山市へ報告（作業レポート）

つまり箇所の特定・状況の把握

到着時間
（おおむね1時間以内）

到着見込時間の回答

市役所・住民からの連絡
（可能な限りの状況把握）・（トラブル箇所・状況）

排水を行い、解消確認

《公共桝・取付管の閉塞解消フロー》

閉塞調査・官民判定

可否
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《経過観察から対策完了までのフロー》

住民対応・事故対応実施（官側起因）

官側（最終桝）

再発リスク小⇨事後保全
再発時の処置が容易

官側（取付管）

経過観察リストに追加

木根侵入
再発リスク大⇨経過観察

木根除去

経過観察
（6か月毎）

市へ修繕提案

協議
（予算化）

修繕検討

現場確認

実施設計

見積提出

契 約

工事

出来形提出

対策完了

原因分析

評価

市への報告
（経過観察レポート）

木根再発
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管内閉塞状況（木根） 木根除去後管内状況

管内閉塞解消作業状況

閉塞調査等解消業務

◆住民対応・調査・閉塞解消業務をワンストップ対応

高圧洗浄車
木根除去作業状況
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業務内容② 計画的維持管理業務

＜点検、調査業務＞
• 対象：重要路線（汚水40.7km 雨水7.4km）
• 内容：管口カメラ調査

＜清掃業務＞
• 対象：管路(６km／年)・MＰ（２回／年）・取付管・公共桝等
• 内容：高圧洗浄車、吸引車等による定期清掃

＜改築工事＞
• 対象：汚水管路・人孔蓋

改築工事延長（１,００８ｍ）
人孔蓋取替 （１４４箇所）

• 内容：管更生工事、布設替工事、人孔蓋取替工事
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調査箇所の選択（重要幹線）

管口カメラ調査
（スクリーニング）

異常あり

異常なし

調査データ整理

必要に応じて経過観察

異常判定

異常箇所リストで管理詳細調査

実施設計

見積提出

契 約

工事（施工）

出来形提出

対策完了

修繕判定

緊急処置実施
（清掃・木根除去等）

異常箇所リストで管理

緊急度判定

修繕計画・清掃計画の立案

貴市への報告
（調査報告書提出）

《管口カメラから対策完了までのフロー》
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《管口カメラ調査計画箇所》 《管口カメラ調査結果》

◆改正下水道法を準拠した予防保全型維持管理
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《管口カメラ調査結果に基づく緊急対策事例》
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清掃箇所の選択

①定期清掃箇所
・過去の清掃履歴箇所
・伏越し箇所
・マンホールポンプ槽内

貴市への報告（清掃報告書提出）

②定期清掃箇所
・飲食店等、油脂付着の懸念される箇所
・市への要望・苦情等がある箇所
・管口カメラ等調査での不具合判明箇所

・清掃箇所調書作成（受注者）

・定期清掃箇所、計画作成

・市へ調書、計画案提出（受注者）

・協議、現地確認

・使用許可書、広報案作成（受注者）

・定期清掃の実施

《清掃箇所の選択から清掃の実施までのフロー》
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◆下水道ストックの適正な機能維持を確保

清掃業務
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改築工事（長寿命化計画事業）
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更新前

更新後

改築工事（人孔蓋取替工事）
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業務内容③ 計画策定業務
＜ストックマネジメント計画策定業務＞
・ 内容：情報収集・整理（施設情報、維持管理情報）

施設管理の目標設定、リスク検討
長期点検・調査計画策定、短期点検・調査計画
策定等

＜業務継続計画（地震編）策定支援業務＞
・ 内容：基礎調査、非常時対応計画策定、事前対策計

画策定、訓練・維持改善計画策定等

◆包括的維持管理業務で収集したストックデータを活用する事
で効率的かつ効果的に策定が可能。

◆災害や震災等に備え、危機管理体制の強化と連携
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セルフモニタリング
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受託者提案（参考）
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地域イベント「狭山池まつり」に
下水道グループとして出展

・下水道の役割、マンホールカード、包括委託の内容などを紹介
・受託者の提案により、子供向けの企画も充実

下水道の役割紹介

包括委託の内容紹介

出展ブース全景 塩ビ管植木鉢

下水道広報活動：受託者の提案・参画
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・官民合同による危機管理訓練

官民合同による危機管理訓練

・業務継続計画に基づいて、重要な幹線
の緊急点検・調査訓練の実施
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下水道事業の持続と進化

下水道事業の持続への試みを、段階を踏んで進化へ

・ 平成２７年度に管路施設維持管理業務を発注。

・ 平成２８年度に改築工事と計画策定業務をパッケージ化
した管路施設包括的維持管理業務を発注。
（平成２８年度～令和２年度）
※包括的維持管理業務の基盤強化へ

・ 改善すべき点は改善し、次のステップへ
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ご清聴ありがとうございました。

大阪狭山市上下水道部大阪狭山市上下水道部
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